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愛知県青い鳥医療療育センター 夏祭りに参加しました 

  

  

ぷくぷくばるーんは、毎年子どもたちとバルーンを一緒に作ったり、プレゼントしたり。 

中には、毎年来てくれてバルーンを楽しみにしてくれるご家族も。 

いつも訪問している病院以外でも、こうして楽しみにしてくれる子どもたちがいるって、 

嬉しいですね！（大竹） 

8月24日（木）、名大病院でまたまたボサノバ歌手のアメリアさんがライブ
をしてくださいました。今回はウッドベース、ギターと一緒です。 

プレイルームにアメリアさんの優しい歌声と、ウッドベースの低く響き渡る
音、軽快なギターという素敵な音が響き渡りました。 

プレイルームがボサノバやポップスの音楽でいっぱいになり、大人ももち
ろん子どもたちも目を輝かせて楽しんでくれました。 

プレイルームのあとは、出て来れない子どもたちのためにベッドサイドでも。 

ベッドで聴くボサノバの音楽に 

子どもたちもお母さんも、 

とても喜んでくれました。 

 

 

 

 

「コラボイベント」 ボサノバライブ  
in 名大病院病院  

特定非営利活動法人 

今年も8月27日（日）に開催された、愛知

県青い鳥医療療育センターの夏祭りに参
加しました。 

毎年このセンターには大勢の患者さん、
利用者さん、地域の方々が夏祭りに来ら
れます。そして、センターの職員さんはも
ちろん、近隣の大学の学生さん、地域の
ボランティアさんたちが大勢関わり、とて
も賑やかで楽しいお祭です。 

今回は14,000円分のご支援をいただきました。 

イエローレシートは、毎月11日のイエローレシートの日にお買い物をしたお客

さまが、支援する団体のボックスにイエローレシートを投函し、その総額の１％
がその団体に還元されるというもの。 

多くのお客さまがぷくぷくばるーんの活動を支援してくださったこと、心から感
謝します。 

今回は、事務用品や衛生用品をいただきました。大切に使わせて頂きます！ 

イエローレシートでご支援をいただきました。 
「マックスバリュ グランド千種若宮大通店」 
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 知人が主宰を務める「次世代経営者」を応援する集まりで大竹由美子さんに出会った。彼女は愛する我が子を小児がん

で亡くされた、主治医や看護師さん達の悔いなく誠心誠意息子さんを診てくれたことへの恩返しをしたいとの思いから、
今のＮＰＯ法人「ぷくぷくバルーン」を設立し、10年間毎月何度も病院を訪問し、皆に笑顔になって貰う為、子供さんやご
家族と風船で遊んだりイベントを企画して活動されている。 

私は母や伯母がお世話になった高齢者の介護施設（デイサービス）、老人健康施設等では、過去何度かボランティアライ
ブを行なってきた。 

子供さん向けは、元の会社と組合が長年行ってきた児童擁護施設の親のいない子供達さん向けのクリスマス行事や夏
のライブと、対象が健康な子供さん向けであった。私は敢えて大竹さんに小児がんの子供さんやそのお母さん向けのボ
ランティアライブをやってみたく申し出た。大竹さんは気持よく引き受けて下さった。 

 申し出た理由は、ボサノヴァは認知度としては少数派のジャンルかもしれないが、我々はお母さんの体内に居たときか
ら、ずっとお母さんの心臓の鼓動を聞いてきた。そのドクッ、ドクッという2拍子は、まさにボサノヴァとサンバのリズム。こ

の心地よいボサノヴァを、どこにも行けない、ましてやライブハウスなどには行けないお母さん達も一緒に、身近で生演
奏を聞けたら、一瞬でもどんなに気持が開放されるかな～との思いがあってのことである。 

2/16（国立病院機構名古屋医療センター）、3/16（名古屋第一赤十字病院）、8/24（名古屋大学医学部付属病院/内科）、
そして今月12/21はも同じく名大病院/外科、内科）でクリスマスライブの予定。 

  

覚悟はしていたものの、最初は名古屋医療センターのプレイルームに集まってくる子供さん達をまともに見ることが出来
なかった。髪の毛のこと、複雑な点滴の機器を携えてのことなど、彼らにとっては日常なのだろうが、我々にとっては初め
て。お母さん達は辛いはずなのに、皆さんごく自然な笑顔で非常に明るい。このことに一番驚かされた。辛いのに笑顔に
なれること。笑顔でいられること。私はそこに集まる子供さん達は全員天使に見えた。 

記憶に鮮明に残ってるのは、最初に訪問した名古屋医療センターで、プレイルームに来ることができない子供さんの部
屋を回った時のこと。大部屋で彼女達はベッドにいながら始終ニコニコして聞いてくれた。かわいい子達（小学生高学年
位）で、最初女の子か男の子か分からなかったが、プレゼントでピンクのコップを選んだことから、あっ！女の子なんだ！
と思った。彼女達のくったくのないアノ笑顔はどこから来るのだろう？と歌いながら思った。癒しと元気づけで行った我々
なのに、逆に彼女達に癒され元気づけられた。また最後の部屋では、子供さんに「何が聞きたい？」と尋ねると、彼女は
お母さんに「お母さんは何が聞きたい？」と尋ねた。自分が辛いのに母親を優先し思う彼女。もうすぐ春だった為ジョビン
の「3月の雨」を歌った。 

  

もう一つは、名大内科の小児病棟。小児ゆえ、ここのお母さん達は殆どが20～30代という若さ。皆さんモデルになれそう
な美人でスマート。先生から「今ならいい状態なのでお願いします」とのことで部屋に伺った。 

ベッドで横たわってる彼女は、今まで会った中で一番大変そうな状態だった。にも拘らず一瞬のいい状態だとドクターは
言う。最後にお母さんが良かったね！というとその女の子は首を立てに振ってくれた。聴いてくれて本当にありがとう！私
の声届いたかな？ 

そして最後の部屋。「何がいいですか？」と尋ねると「さっきプレイルームで歌った「見上げてごらん夜の星を」をお願いし
ます」と言われた。そして小さなお子さんに「この曲でフラを一緒に踊ったね～！」と涙を流された。二人で一緒に踊った時
この女の子は元気だったんだな、と思ったと同時に、決して涙を見せてはいけないと堪えていた我々の眼に涙が浮かん
だ。 

 好きな人と、好きなものを食べ、好きな音楽を聴き、至福のひと時を味わう。旅に出れば、行く先々で自然の移り変わり

にため息をつき、生きている喜びを感じる。こんな生活が当たり前だと思っていた。しかし一方では、彼らのような厳しく生
きている現実の世界がある。これは決して他人事ではなく、明日はわが身！ということを忘れてはいけない、と気づかさ
れる。 

  

大竹さんや今回訪問した部署の医療従事者の皆さんは、誠心誠意子供さん達を診ているように思えた。が、私の母の時
には、夜勤の担当医師と看護師に対し、とても嫌な辛い思い出がある。私は「あなた方は人の最後を看取る資格はな
い！」と言い切った。謝罪してずっとベットの際に立っていたが無視し、母の好きだった「千の風になって」を歌い出し、兄
も続いて歌った。 

  

全ての人に与えられた時間はこの世に生まれと時から夫々に決まっており、今から1分後の命の保証は誰にもない、と聞
いたことがある。 

我々は無駄に時間を過ごしてはいないか？ 

我々がこの世に生まれてきたのは何の為？ 

  

辛くても我々を明るく笑顔で迎えてくれるお子さんとお母さん達。自分の身体が辛いのにお母さんを優先して気を遣う女
の子。がんと戦っている子供さんを誠心誠意診るドクターや看護師さん達。 

本来の人としてのあり方とはどうあるべきか？をこのボランティアを通して毎回深く考えさせられる。これは本当にありが
たいことであり、来年も引き続きお世話になりたいと思う。 

定期的にボサノバライブをしてくれる、ボサノバ歌手 アメリアさんです。 

小児・子供さん向け病院ボランティアの感想 AMERIA 



 ぷくぷくばるーんさんと関わらせていただいてから9年が過ぎようとしています。 

多くの学生達がぷくぷくのみなさんから、 

入院している子ども達のこと、 

バルーンを使って子ども達に笑顔を創り出せることを学んでいます。 

  

『「ぷくぷく」のボランティアに初めて参加してくれる学生さんにお伝えしているのは、感じたことを忘れないでほしいこと。
体験して、自分で気づいて得たことは、社会で必ず生かされて人生の糧になることです。』と、大竹さんはおっしゃいます。 

  

ボランティアに参加した学生達は直に子ども達とバルーンを通じて交流し、子ども達にどう寄り添ったらいいのかを体感し
ます。そして、自分達がこの後、何を学び、何を身につければ、子ども達をよりサポートできるのかに気づきます。 

  

多くの気づきと、多くの学び、そして多くの笑顔をくださっているぷくぷくばるーんさん☆ 

みなさんの活動がずっと続いていきますように♪ 

そして、その場に 学生達も参加していますように。 

いつも応援しています。 
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愛知淑徳大学 「コラボメッセ」に 
          参加しました。 

１０月１５日（日）、今年も愛知淑徳大学CCC（コミュニティ・コラボレーションセンター）主催の
「コラボメッセ」に参加しました。 

学生団体、社会貢献団体など多数の団体が参加し、会場の星ヶ丘キャンパスは大賑わいで
した。学生が主体となって運営し、参加団体 

とのコラボ企画やライブなどとても楽しいイベント 

でした。学生のうちからこれだけの団体と関わり、 

社会と繋がっていることは、本当に素晴らしい事ですね。 

ぷくぷくの学生ボランティアも、約8割が淑徳生。 

これからも協力しあって行ければと思います。 

 

いつも学生との橋渡しをしてくれる、CCC秋田さんです 

多くの淑徳大学の学生さんがボランティアに参
加してくれるのは、CCCのみなさんの橋渡しが
あるから！ 

多くの、やる気のある優しい学生を紹介してくだ
さいます。 

いつもありがとうございます。 

こちらこそ、感謝状をお贈りしたいぐらいです♪ 

運営スタッフ 
つれづれ日記 

ぷくぷくばるーんさんへの感謝状 ２    ～愛知淑徳大学CCCより～ 

愛知淑徳大学コミュニティ・コラボレーションセンター 秋田 有加里 

あっという間の年末 1年は早いものですね。 

冬は寒くて苦手ですが、冬の寒さを逆手にとり、外で楽しく家族で遊べる場所を紹介したい
と思います。 

 豊田市の「旭高原元気村」です。 

スタッドレスタイヤでなくても行ける雪の遊び場を探していました。 

 名古屋からも比較的近く、高速道路料金もあまり考えなくても良い！ 

入場料も安い！節約家族にも有りがたい、雪ソリゲレンデです。 

 入場料と自動遊歩道乗り放題&滑りたい放題で1人500円。 

12月から人工雪でゲレンデオープンしており3月まで営業されているそうです。 

 我が家は、お弁当持参で朝から夕方まで滑り、お尻がパンパンになるまで遊んでいます。 

大人も楽しめる雪ソリゲレンデお勧めです。 

冬以外の時期も、たくさんの動物達と触れあったり様々な遊び心が出来るとの事ですから 

1年中楽しめる場所ではないでしょうか。                  西山 

 

冬も楽しく遊べる！とっておきの場所ご紹介 

愛知高原国定公園「旭高原元気村」 

広い視野と行動力を身につけ、社会人基礎力の向上を目指します。 

「地域に根ざし、世界に開く」を基本姿勢に、学生一人ひとりが地域で活躍し、社会に貢献できる人
財になることを目指しています。  （CCC活動報告書より抜粋） 

【愛知淑徳大学 CCC（コミュニティ・コラボレーションセンターとは】 



「ばるーんで遊ぼう！」毎月１回ぷくぷくが来るよ！ 
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 ８月８日 
 ９月１２日 
 10月10日 
 11月14日 
名古屋第一日赤
です 

一緒に遊んだ子どもたち・ご家族（のべ人数）  

プレイルーム 子ども102名 / 大人84名    
ベッドサイド 27名  
個室他   10名  計137名（子ども）  
 
活動したボランティア  

8月～１１月 

のべ66名（病院での活動のみ） 

使用したバルーン 

のべ784本（病院での活動のみ） 

  
  ８月２２日 
  ９月２６日 
  10月２４日 
  １１月２８日 
名古屋掖済会病院    
  です 

９月９日 
１１月１１日 
愛知医大病院
です 

ハロウィンリースの
中からこんにちは！ 

保育士の先生も真剣に
作成中！！ 

難しいところは一緒に
作るよ! 

ボサノバの異国情緒 

溢れるリズムと素敵
な歌声に癒やされま
した！ 

  ８月２４日 
  １０月２６日 
名古屋大学附属 
病院です。 

みんなでワイワイと作
るのも楽しみのひとつ
ですね♪ 

ピースなら「３」？！ 
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  ８月１７日 
  ９月１４日 
  １０月１９日 
  １１月１６日 
国立名古屋医療
センターです 

 ８月４日 
 ９月１日 
 １０月６日 
 １１月１０日 
名鉄病院です 

 ８月１９日 
 ９月１６日 
 １０月２１日 
 １１月１８日 
あいち小児 
保健医療総合 
センターです 

名鉄病院         ・・・ 毎月第１金曜日 14：00～ 
名古屋第一赤十字病院   ・・・ 毎月第２火曜日 15：00～ 
国立名古屋医療センター    ・・・  毎月第３木曜日 15：00～ 
名古屋掖済会病院       ・・・ 毎月第４火曜日 13：30～ 
あいち小児保健医療総合センター・・・ 毎月第３土曜日 10：30～ 
名古屋大学附属病院     ・・・ 隔月第４木曜日 14：00～ 
愛知医大附属病院     ・・・  隔月第2土曜日 10：30～ 

みんなでバトミントンで 
遊びました！！ 

看護師さんと 
電車ごっご（名鉄）♪ 
出発～進行～！！ 

左からママと○○ちゃんとパパ♪ 

ねずみ飛ばしはどこの
病院でも子どもたちに
大人気！ 

いろんなお顔が描かれます！ 
お絵かきも楽しいですね♪ 
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7月、8月はアンケート月間として、参加された親御さんに活動の感想などを頂きました。 

今後の活動の参考にさせて頂きます！  

ご協力頂いた方々ありがとうござました。 

参加して、どんなところが良かったですか？ 

・普段バルーンを触る機会はないので恐る恐るでしたが、楽しそうでした。 手のリハビリにもなりました。 

・集中力のある子ではないのですが、自分の手でいろいろな形を作るのが楽しかったようで、 

 最後まで取り組むことができてよかったと思います。 

・子どもと一緒に作れるのが、楽しかったです。 

・初めて自分で作ったけど、楽しく作ることができました。 

・風船でお野菜ができた！ 

・バルーンを作る体験ができ、簡単なものだったら自分でできるようになった。 

・子どもが楽しそうに参加しているところが良かった。 

・バルーンで作る季節のものがどれも可愛く、娘にも好評です。 

 出来上がったものを貰うのではなく、自分自身が作る体験はなかなか無いので、ありがたいです。 

 出来ない部分を一緒にやって下さるのも、嬉しいです。 

・空気を入れるのが楽しかった。子どもが興味を持ってくれたので、良かった。 

 一緒にやってもらえる事で、怖がらずに出来たので、良かったです。 

・親子で気分転換になったので、良かったです。 

・上手に指導してもらえて、とても楽しめました。 

・子どもが参加でき、笑顔になってよかったです。 

 一緒に作り、みんなで一緒に遊べるところがとても良かったです。 

・家庭ではできない遊びが出来て、楽しかった。 

・入院中で、薬と点滴ばかりの生活の中で、いつもの笑顔が見られて、楽しい時間でした。 

・子どもが楽しそうにしている姿が見られて、とても嬉しいです。 

・子どもがとても楽しんで、集中して作っていたところが良かった。 

・笑顔が見られたところ。 

・今まで作ったことがなく、見るだけでしたが、自分で作ったのが楽しかったようで、良かった。 

・作ったバルーンをもらったことはあったけど、自分で空気を入れたり、風船をねじったりしたのは初めてだったので、 

 とても楽しかった。 

・親子一緒に参加出来てよかったです。子どものリハビリにもなりました。 

・楽しく遊ぶ時間ができ、良い気分転換になったので、良かったです。 

・みんな楽しそうで良かったです。 

 

内容や進め方など、気づいた事や改善点、要望点を
教えてください。 

その他なんでも！ 

・丁寧に教えて下さり、ありがとうございました。 

・また作りに来たいです。 

・ただただ忍耐あるのみの入院生活を強いられる毎日の患児にとっては、 

 たとえ僅かでも違う風を運んで下さったことに感謝致します。 

・簡単なキャラクターをバルーンで作れたら作りたい。 

・ぷくぷくばるーんさんは、娘もいつも楽しみにしています。可能であれば、 

 月に2回程来て下さると、もっと入院生活での楽しみが増えて嬉しいです。 

・元気すぎる子でしたが、笑顔で受け入れてくださり、ありがとうございました。 

・楽しい時間をありがとうございました。 

・自分で作ることが出来る程度の作品が作れると、嬉しいです。 

・とても楽しかったです。ありがとうございました。 

・風船でいろんなものが作れて、楽しかったです。 

・楽しい時間をありがとうございました。 

・作り方を優しく教えてくれたので、分かりやすかったです。 

・膨らます、形作りの方法を、説明を聞きながら参加できたことが良かった。 

・優しく、丁寧に教えてくれる。 

 紙の箱に入れると飾る場所を考えないといけないので、吊り下げるものが良い。 

・学生さんたちが助けてくださり、作品ができてよかった。 

・季節の物を作ることが出来て、病室に居ながら季節を感じられるのが良かった。 

・小さい子でも出来るところを教えてくれたので、良かった。 

・不器用なので、もう少しゆっくり進めて欲しいなと思いました。 

・自分でできる事は優しく助言して頂きながら取り組むことができ、難しいところは 

 手伝ってもらい、自分で作る楽しさを味わうことが出来たので、良かったです。 



 
 

  

  

 

名古屋での治療後、後遺症と闘いながら高知県で頑張る 
                西原さん親子からのメッセージです。 

はちきんとは・・・ 

土佐の、サバサバとした元気の
良い女性のことです。 

８・９・１０・１１月はこれつくりました！ 

  

９月 ヘリコプター 
 
ヘリコプターは空気を入れたり、引っ張って
飛ばしてみたり…。 
作るのも楽しいし、飛ばして遊ぶのも楽し
いですね♪ 

１０月 ハロウィン飾り 
 
１０月と言えばハロウィ
ンですね♪ 
各病院のハロウィンの
催しの飾りにも！ 
それぞれ個性のあふれ
るカボチャやお化けに
なりました！ 
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１１月 お人形 
 
顔を描くのが楽しいお
人形♪。 
みんな素敵な笑顔のお
顔を描いてくれます！ 
もちろん出来上がった
らお人形ごっごします
♪ 

８月 夏野菜 
 
きゅうり、プチトマトに、 
ナス、えんどう豆！ 
お絵かきすると本物み
たい♪ 
お顔を書いたら可愛い
お野菜たちに！ 
 

      はちきん便り  26                        西原 正子 

ここ数年、なんとか体調を保ちながら切り抜けてきた『はちきん娘』。先日、風邪気味だったことから診察を受けたところ、通
常よりも肺機能がぐんと落ちているのが判り入院治療が必要になりました。普段はおとなしく冷静な娘ですが、この時ばか
りは違いました。頑なに入院を拒み続け、がんとして首を縦に振りません。 

「今日は入院したくない。せめて明後日にしてほしい。」と懇願します。これまでコツコツと準備をして、ようやく漕ぎ着けた実
習の最中でした。翌日参加すれば達成できるところまで来ていたのです。 

「悔しい…悔しい…。また病気で諦めなきゃいかん。なんで私なんだろう。全部水の泡だ。もう嫌だ。」と、机をバンバン叩きな

がら泣きじゃくります。こんな激しく悔しがる姿を見たのは初めてでした。赤くなった手をぐっと握りしめて、唇を固く閉ざし、
諦めたのか仕方なく四方に入院の連絡を入れて肩を落としていました。  

幸い、処置が早かったため退院できそうなところまで回復しましたが、片肺であるためリスクもあり、出口が見えては遠ざか
り、とうとう後期の授業が始まってしまいました。単位にも響いてくるほど欠席が続いた時、「酸素を持ってでもいいから大学
へ行って、みんなと勉強したい。どうしても講義を受けに行く！」本当に脱走するんじゃないかとの勢いで訴えます。 

ささやかではあるけれど、鋼のように強く真っ直ぐな願い。彼女にとって何よりも価値のある生き方は社会福祉士になるた
めの手を休めないこと。そのためのリスクは何ら構わない。酸素ボンベを背負ってでも、今はとにかく大学に行きたい！  

主治医に何度も交渉して、ようやく体調が良いときだけ入院しながら大学へ通う外出許可をもらいました。 

娘の顔が一気に晴れ晴れと輝きました。日本中探しても、入院しながら講義を受けに行くのはこの人ぐらいでしょう。これも
またオンリーワンの人生です。 

主治医も渋々、許可書を書きながら心配そうに言いました。 

「何か体調に変化があったらすぐに帰ってきてくださいよ。武士みたいなこと言ってないで、くれぐれもご自愛ください。」  

人生万事塞翁が馬。何が災いで幸いなのかはわかりません。 

この窮地も無事に乗り越えてほしいと願うばかりです。 なおちゃん、今は自宅から 

大学に通ってます♪ 



毎月第3日曜日の11時から、「名古屋市市民活動センター」で来月の内容の作品を練習したり、 
子ども達と関わり方の勉強をしています。 
病院の子どもたちと一緒に楽しい時間を過ごすため、みんな真剣に取り組んでいます。 

               

8/20、9/17、10/15、11/19 
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●すごく久しぶりの参加だったので不安はあったが、子どもたちが可愛くて、バルーンに興味を持って 
 遊んでくれたので、とても楽しめた。 
●大部屋の女の子が描いた人形の顔が、プリキュアのキャラクター級のクオリティだったので、自由にアレン  
 ジできるテーマの時は、作品に個性がとても表れて面白いと思った。 
●風船を見て最初遊ばないと言っていた男の子に、好きな色は何？とお話しているうちに、ピンクがあるな 
 らやる！となり、その後は笑顔で一緒に出来たので、良かった。 
●途中で来てくれた子は、若干耳が聴こえないようだったので、なかなかどうやってフォローに入れば良い 
 か、分からなかった。次は多少知っている手話を使いながら、関わりを持っていきたい。 
●目の見えない女の子に関わる時、いつものくせで見せながらやってしまったが、途中で気がついて「今は 
 お団子を作っているよ」など、言葉で伝えるように工夫した。 
 耳の聴こえない男の子には、「見せながらやってください」と最初に保育士さんからアドバイスをもらえた 
 ので、子どもの目線に風船を持っていったりなど、工夫しながらできた。 
 いつも関わりが慣れていない障がいのあるお子さんと関わりが持てて、とても勉強になった。 
●プレイルームで、お母さんが作っている手元を、小さな子がじーっと見て次がどういう形になるのか、ワク 
 ワクしている様子がとても可愛かった。 
●ただ楽しいだけでなく、ペンを振り回したり、ポンプの先を人に向けたりと、その子の安全のためにも、 
 危ないことはダメとしっかり言う必要があると思った。 

ぷくぷくヴォイス ～ボランティアの声 

 私たち、こんなこと感じながら活動してます 

   

子どもと一緒に楽しむことで成長                         愛知教育大学4年  加藤 翠 

 

  私は大学で心理学を勉強しています。その中でも特に児童心理に興味があり、子どもと関わることができるボランティア

をやりたいと思い、友だちとインターネットで色々探していたところ、このボランティアを見つけました。普段関わる機会があ
まりない、入院している子どもと関わることができるところが魅力的で、この活動に参加することにしました。病気と闘って
いる子どもと関わることも、バルーンアートもはじめての経験だったので、うまくできるかとても不安でした。しかし、活動を
続けていくうちに、上手に関わろうと頑張るのではなく、自分らしく、一緒に楽しんでバルーンを作ることが大切だと感じるよ
うになりました。 

 私は日曜日に部活があり、なかなか全体会議に出席することができず、活動前の少しの時間しか練習することができま
せん。また、部活でのけがや、実習や受験などで参加できない期間がつづいたことがあります。そのため、あまりバルーン
を作るのがうまくありません。これからは、もっとバルーンを焦らずに手際よく作れるように頑張りたいです。また、作ること
ができる種類も増やしていきたいと思います。 

 ぷくぷくバルーンは、ただ楽しいだけではなく、活動を通して、色々なことを考え、学ぶことができるボランティアです。私
自身、この活動に参加して成長したところがたくさんあります。これからも、子どもと一緒に楽しむということをモットーに、こ
の活動を続けていきたいです。 

みんなで会報発送作業も行います 
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ぷくぷくばるーんの活動にご協力ください 

１・ ホスピタルサポーター（ボランティア）として 活動に参加！ 

小児病棟に入院する子ども達へ、私たちと一緒に楽しい時間と笑顔を届けましょう。 

バルーンを作るのも、ボランティア活動も初めて！という方も大歓迎。 詳細はＨＰをご覧ください  

                                                                 http://pupu-b.jp 

 

４・ぷくぷくサポーター（賛助会員）またはご寄附による資金の支援で活動を見守る！ 

 活動資金を提供してくださることで、安定した活動ができるようになります。 

 ※主に、ボランティア交通費、バルーンなどの材料費、イベントの謝礼など  

●ぷくぷくサポーター 

（賛助会員） 

●ご寄附 上限・下限はございません。 ぷくぷくつうしんをお届けします。 

個人  3000円 （一口）   

法人 10000円 （一口）  

              

 入金方法は３つ。 

      ①ホームページから ①銀行振込 （三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行） ②かざして募金 

      三菱東京UFJ銀行 金山支店 普0008327 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん 理事長 加藤剛二 

      ゆうちょ銀行     ・00870-5-182196 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん  

                                              ・店名二一八 店番218 普5587525  特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん 

 

                  

みなさん、 

ご協力よろしく 

お願いします！！ 

２・小児病棟でイベント企画をする！ 「コラボイベント」「お母さんスマイルプロジェクト」 

コンサート、読み聞かせ、マッサージなど、子ども向け、お母さん向けのイベントを開催してください。 

３・思春期の子どもたちに部活動的関わりをする！ 「forティーンズプロジェクト」 

ギターを教える、歌を教える、イラスト教室をする。。。など中学生以上の子どもたちが楽しみにできる事を提供して
ください。 

ホームページから
簡単に入金できる
ようになりました！ 

「ヘアドネーション」と言う言葉を皆さんご存知ですか？ 

「ヘアドネーション」とは、癌や白血病、不慮の事故、頭皮・頭髪に関わる何らかの病気が 

原因で髪の毛を失った１８歳以下の子どもや女性の為に、寄付された人毛でウイッグ 

（かつら）をつくり無償で提供する活動のことです。 

NPO法人JAD＆C（ジャパンヘアドネーション＆チャリティー）が２００９年９月に始めました。 

まず、寄付するには、長さが31㎝以上必要なことです。また、ウイッグ一個を作るには２０～３０人分の髪が必要とされてい

ます。白髪でもカラーリングしていても、パーマをかけていても、くせ毛でも、年齢制限もありません。昔切って保存してある
髪の毛でも大丈夫なのです。 

選別・加工の工程を繰り返したのち、必要な人のために完全オーダーメイドの医療用のウイッグとして生まれ変わり、依頼
者である子供たちに無償で送り届けられます。このウイッグを受け取った子供たちの笑顔が思い浮かびますね。 

こんな素敵な髪の贈り物をしてくれるヘアドネーション。身近にいる髪の長い人に教えてあげてくださいね。  

            https://www.jhdac.org/index.html                                 祖父江 

  

「ヘアードネーション」 

スペシャルキッズサポーターの集い in大阪2018  

日 時： 2月11日（日・祝） 10時～18時（受付9時半） 
場 所： 宝塚大学大阪梅田キャンパス 

参加費： 1,000円 

申込先： スペシャルキッズサポート振興協会 HPより 

 
病院や自宅で闘病する子どもたちを支援する、スペシャルキッズサポーターの集いが、 

今年も開催されます。 

講演や遊び方ワークショップがあり、ポスターセッションにはぷくぷくばるーんも参加します。 



次回の 
ぷくぷくつうしんＶｏｌ.3７春号は 
２０１8年4月中旬発送予定です。 
乞うご期待！！ 
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〒453-0041 
名古屋市中村区本陣通5-6-1 
   地域資源長屋なかむら 

  ＴＥＬ:  090-5105-4823 
  E-mail: pukupuku@pupu-b.jp 
    URL :  http://pupu-b.jp// 

●ゆうちょ 
 ・00870-5-182196 
 ・店名二一八 店番218 
  普5587525 
   （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
●三菱東京ＵＦＪ銀行 金山支店 
    普 0008327 
  （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
   理事長 加藤剛二 
 
 

 １日（金） ・・・ 名鉄病院 
１０日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１６日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２１日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
２１日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

＜８月＞ 

 ５日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ９日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１３日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１８日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２０日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２１日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２３日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

＜３月＞ 

 ２日（金） ・・・ 名鉄病院 
１３日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１７日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１８日（日） ・・・ 全体ミーティング 
           ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２２日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
２７日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 

＜10月＞ 

＜９月＞ １０日（金） ・・・ 名鉄病院 
１１日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１４日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１６日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１８日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１９日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２８日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
 
 

寄付も会員も 
ボランティアも
募集してます 

編集委員 大竹由美子、永田あおい    

ライター  大竹由美子、祖父江薫、橋本ゆかり、西山貴洋、 

       西原正子 

校正    日下部恵美 

 

＜11月＞ 

 ２日（金） ・・・ 名鉄病院 
１０日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１３日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１７日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１８日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２７日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 

＜12月＞ 

 ４日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ８日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１７日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１９日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２０日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
           つうしん発行作業 
２２日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
２４日（木） ・・・ 名大病院 
２７日（土） ・・・ 青い鳥医療センター 
 

＜１月＞ 

 １日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ９日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１４日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１６日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１７日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
 
 

＜２月＞ 

 ６日（金） ・・・ 名鉄病院 
１０日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１４日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１５日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
１５日（日） ・・・ 愛知淑徳大学コラボメッセ 
１９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２４日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院    
２６日（木） ・・・ 名大病院 
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